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弘
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浩

伯
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ケ
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晃

道　

下　
　
　

瀧　
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美
幸

　
　白

木
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博

小
水
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広

樋
ノ
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新

小　

田　
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部　

長　

昭

名　

家　
　
　

山　

田　

長　

平

酸
川
野　
　
　

熊　
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喜　

一

田
茂
沢　
　
　

一
ノ
瀬　

幹　

男

木
地
小
屋　
　

波
多
野　

富
美
雄

大　

原　
　
　

小
檜
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政　

恒

市　
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遠　
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次

達　

沢　
　
　

小　

椋　
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喜

沼
尻
駅
前　
　

関　

口　
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司

中
ノ
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○
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一
郎

高　
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相　
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二

蒲
谷
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重　

成

金　

堀　
　
　

高　

橋　

善　

数

沼
尻
温
泉　
　

小　

椋　

文　

次

次
の
人
た
ち
が

　
　
　
　
　

区
長
で
す

　
　
（
敬
称
略　

○
は
区
長
会
長
）

四
ッ
谷　
　
　

喜
多
見　

正　

德

名
古
屋
町　
　

星　

野　

常　

喜

古
城
町　
　
　

本　

多　
　
　

隆

本　

町　
　
　

中　

村　

岳　

嗣

旭　

町　
　
　

小　
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雄

新
町
イ　
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一

新
町
ロ　
　

○
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人

上
新
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九
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傳
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町　
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丈　

司

神
明
町　
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三　

好

新
北
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鈴　

木　
　
　

明

新
堀
向　
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澤　

弘
一
郎

今　

泉　
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榮
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小
板
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沼
ノ
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五
十
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長
谷
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真
由
美

長　

坂　
　
　

黒　

澤　
　
　

一

土　

町　
　
　

佐　

賀　

昭　

男

祢　

次　
　
　

小　

林　

藤　

徳

川　

上　
　
　

上　

谷　

文　

雄

見
祢
山　
　
　

安　

藤　

孝　

一

葉　

山　
　
　

藤　

澤　

拓　

也

ス
キ
ー
場　
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口　

幸　
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桜
ケ
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間　

熊　

市

千　
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勉

三
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新
在
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行
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十
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二

天
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台
温
泉　
　

加　

藤　

健　

次
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蜂
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榮
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大　

関　
　
　

守

富　

永　
　
　

小　

林　

一　

郎

北
高
野　
　
　

長　

峰　
　
　

淳

八
千
代　
　
　

阿　

部　

浩　

一

六　

角　
　
　

菅　

沼　

道　

夫

百
目
貫　
　
　

佐　

藤　

秀　

夫

仁　

蔵　
　
　

渡　

部　

さ
な
い

堤　

崎　
　
　

土　

屋　

重　

康

島　

田　
　
　

小
檜
山　

吉　

雄

上
ノ
上　
　
　

阿　

部　

重　

孝

関　

脇　
　
　

佐　

藤　

文　

子

都　

沢　
　
　

鈴　

木　

勝　

男

壺　

下　
　
　

佐　

藤　

美　

晴

上　

戸　
　
　

土　

屋　

清　

美

上
戸
駅
前　
　

白　

岩　
　
　

勝

湊
志
田　
　
　

大
川
原　

敏　

幸

山　

潟　
　
　

安　

部　

定　

次

田
子
沼　
　
　

渡　

部　

榮　

一

金　

曲　
　
　

横　

山　

君　

晴

川　

崎　
　
　

橋　

本　

登
志
夫

夷　

田　
　
　

関　

澤　

敏　

夫

中　

目　
　
　

吉　

野　

幸　

記

松　

橋　
　

○
古　

川　

喜
一
郎

小
平
潟　
　
　

佐　

藤　

敬　

一

松
橋
浜　
　
　

齋　

藤　

一　

夫

幸　

野　
　
　

渡　

部　

忠　

和

川　

桁　
　
　

大　

坂　

悌　

造

新
屋
敷　
　
　

大　

坂　
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一
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一
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五
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愼　

一
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聡

　

委
嘱
状
交
付
式
に
続
い
て
開
か

れ
た
全
体
区
長
会
議
で
は
、
行
政

区
長
と
し
て
の
任
務
、
町
が
取
り

組
む
各
種
事
業
に
対
す
る
協
力
依

頼
や
町
か
ら
の
各
種
補
助
・
助
成

金
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
集
会
所
を
改
修
し

た
場
合
の
補
助
率
や
選
挙
で
の
投

票
区
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
○
印
が
質
問
、
▼
印
が
回
答
）

集
会
所
改
修
の
補
助
に
つ
い
て

○
集
会
所
を
水
洗
に
し
た
場
合
に

は
、
町
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
補
助

を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

１
０
９
人
の
区
長
に
委
嘱
状
交
付

長
瀬
地
区

月
輪
地
区

千
里
地
区

猪
苗
代
地
区

吾
妻
地
区

翁
島
地
区

　

25
年
度
の
町
区
長
委
嘱
状
交
付
式
は
４
月
４
日
、
町
役
場
正
庁
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　

委
嘱
状
の
交
付
に
先
立
ち
、
長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
、
退
任
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
前
後
公
町
長
が
各
地
区
の
区
長
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
、
町

政
進
展
の
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

前後町長から各地区の代表者に委
嘱状が手渡されました

▼
集
会
所
の
一
部
改
修
の
場
合
は
、

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
い
た
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課

行
政
管
理
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
交
付
に
あ
た
っ
て
は
予

算
の
計
上
が
必
要
で
す
の
で
、
予

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
な
る

べ
く
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
先
ほ
ど
選
挙
の
投
票
区
を
15
カ

所
に
統
合
し
た
い
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
期

日
前
投
票
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
、

各
投
票
所
の
投
票
管
理
者
や
立
会

人
が
一
日
拘
束
さ
れ
る
の
が
大
変

だ
と
い
う
こ
と
と
経
費
の
削
減
が

挙
げ
ら
れ
た
。

　

投
票
所
が
遠
く
な
れ
ば
、
投
票

率
が
下
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
特

に
高
齢
者
の
場
合
、
天
気
が
悪
い

の
で
行
き
た
く
な
い
、
遠
い
か
ら

面
倒
な
の
で
行
か
な
い
と
い
っ
た

傾
向
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
投
票
率
を
上
げ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

▼
投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
を
中
心
に
長
い

間
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
選
挙
で

は
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
投

票
し
て
い
た
だ
く
の
が
目
標
で
す

が
、
ご
指
摘
の
通
り
、
投
票
所
を

統
合
し
た
場
合
に
は
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
の
投
票
率
の
低
下
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
投
票
所
の

変
更
の
周
知
は
も
ち
ろ
ん
、
き
め

細
か
な
巡
回
バ
ス
を
出
す
な
ど
し

て
足
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
予
定
し
て
い
る
次
の
選

挙
の
際
、
ど
の
よ
う
に
巡
回
バ
ス

を
運
行
す
る
の
が
効
率
的
で
効
果

的
な
の
か
改
め
て
区
長
の
皆
さ
ん

に
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○
議
会
に
対
し
て
は
、
請
願
ま
た

は
陳
情
と
し
て
要
望
を
出
せ
る
が
、

出
し
方
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
対

応
が
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
町
に

対
し
て
要
望
を
出
す
と
き
に
は
別

な
様
式
が
あ
る
の
か
。

▼
請
願
に
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
議

員
が
必
要
で
、
陳
情
に
は
そ
の
必

要
が
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま

す
。
町
内
の
方
が
提
出
す
る
場
合

は
、
両
方
と
も
取
り
扱
い
は
同
じ

で
す
が
、
町
外
か
ら
の
陳
情
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
が
そ
の

取
り
扱
い
を
検
討
し
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
長
あ
て
や
教
育
委
員
会
あ
て

に
要
望
を
出
す
場
合
に
も
、
で
き

れ
ば
議
会
と
同
じ
様
式
で
陳
情
書

を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
様
式
は
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
要
望
の
趣
旨
が
わ
か

ら
な
い
、
担
当
課
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
誤
解
を
し
た
ま
ま
で
陳
情

を
提
出
し
た
り
受
理
し
た
り
す
る

と
お
互
い
に
困
り
ま
す
の
で
、
お

渡
し
し
た
資
料
の
様
式
で
出
し
て

い
た
だ
け
る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

感謝状を受け取る宇月晴彦さん（新北町）
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全体区長会議の様子

　

感
謝
状
贈
呈
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

４
年
以
上
在
職
者

　
（
か
っ
こ
内
は
在
職
期
間
）

半　

坂　
　

山
本　

廣
市

　
　
　
　
　
　
（
６
年
間
）

新
北
町　
　

宇
月　

晴
彦

　
　
　
　
　
　
（　

年
間
）

牛　

沼　
　

阿
部　
　

登

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

仁　

蔵　
　

吉
田　
　

正

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

東　

舘　
　

五
十
嵐
美
春

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

明　

戸　
　

吾
妻　

幸
重

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

水　

沢　
　

渡
部　

清
昭

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

高　

森　
　

渡
邊　

清
孝

　
　
　
　
　
　
（
４
年
間
）

長
い
間
、
地
域
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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